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日
本
経
済
に
と
っ
て
一
九
九
〇
年
代
は
「
失
わ
れ
た

十
年
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。確
か
に
、バ
ブ
ル
経
済

崩
壊
以
降
、
不
良
債
権
問
題
、
金
融
問
題
に
揺
れ
財
政
が

一
層
悪
化
す
る
な
ど
、経
済
が
停
滞
し
た
十
年
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、そ
の
一
方
で
、九
〇
年
代
は
旧
来
型
の
政
治
・
行

政
構
造
の
見
直
し
が
進
ん
だ「
改
革
の
十
年
」で
も
あ
っ
た
。

明
治
維
新
以
降
の
日
本
は
中
央
集
権
的
な
国
家
体
制

を
確
立
し
、
欧
米
に
追
い
つ
け
追
い
越
せ
と
い
う
合
言
葉

の
も
と
政
府
の
官
僚
が
欧
米
の
制
度
を
学
ん
で
政
策
を
立

案
し
、
そ
れ
を
都
道
府
県
・
市
町
村
を
通
じ
て
実
行
に
移

し
て
い
く
と
い
う
手
法
が
と
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
構
造
は

戦
後
新
憲
法
が
成
立

し
て
か
ら
も
引
き
継

が
れ
、
中
央
官
庁
の

官
僚
が
作
成
し
た
法

案
を
国
会
が
審
議
・

承
認
し
、
財
政
資
金

（
補
助
金
・
交
付
金
）
を
全
国
に
配
分
す
る
と
い
う
仕
組

み
が
続
け
ら
れ
て
き
た
。
一
方
、
地
方
は
そ
の
補
助
金
を

確
保
す
る
た
め
競
っ
て
中
央
に
対
す
る
陳
情
を
行
っ
た
。

こ
う
し
た
構
造
に
対
す
る
批
判
は
か
ね
て
か
ら
あ
り
、七

〇
年
代
に
は「
地
方
の
時
代
」「
地
域
主
義
」が
唱
え
ら
れ
、

農
林
業
に
お
い
て
も「
地
域
農
業
」「
地
域
林
業
」「
自
治

体
農
政
」
が
唱
え
ら
れ
た
が
、
制
度
面
で
は
中
央
集
権
的

構
造
が
依
然
と
し
て
維
持
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
が
九
三
年

の
連
立
政
権
誕
生
以
降
大
き
く
転
換
す
る
。
九
五
年
に
地

方
分
権
推
進
法
が
成
立
し
五
次
に
わ
た
り
地
方
分
権
推
進

委
員
会
勧
告
が
行
わ
れ
、
九
九
年
に
は
地
方
分
権
一
括
法

が
成
立
し
、
中
央
が
地
方
を
下
部
機
関
と
し
て
位
置
付
け

る
根
拠
と
な
っ
て
い
た
機
関
委
任
事
務
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
地
方
分
権
は
理
念
と
し
て
は
い
い
が
、

本
来
の
意
義
と
は
異
な
る
方
向
で
利
用
さ
れ
る
危
険
性
が

あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
地
方

分
権
の
一
環
と
し
て
農
振
法
と
都
市
計
画
法
の
改
正
が
行

わ
れ
、
農
振
地
域
や
都
市
計
画
区
域
の
指
定
が
地
方
自
治

体
の
権
限
に
な
っ
た
が
、
土
地
利
用
計
画
の
地
方
分
権
化

は
規
制
緩
和
論
と
と
も
に
出
て
き
た
た
め
問
題
点
も
含
ん

で
い
る
。
つ
ま
り
、
地
方
自
治
体
が
確
固
た
る
理
念
を
持

っ
て
土
地
利
用
計
画
を
策
定
・
運
用
す
れ
ば
い
い
が
、
開

発
業
者
の
声
に
押
さ
れ
「
地
域
経
済
の
活
性
化
」
の
名
の

も
と
に
農
地
が
侵
食
さ
れ
る
懸
念
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
財
源
問
題

も
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
今
後
、
地
方
自

治
体
は
自
主
財
源
の

比
率
を
高
め
る
方
向

に
向
か
っ
て
い
く
で

あ
ろ
う
が
、
中
山
間
地
域
の
市
町
村
の
財
政
は
こ
れ
ま
で

地
方
交
付
税
に
頼
っ
て
き
て
お
り
自
主
財
源
に
乏
し
い
。

財
政
的
裏
付
け
な
し
に
地
方
分
権
は
不
可
能
で
あ
り
、
財

源
問
題
は
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
地
方
分
権
は
ま
だ
出
発
点
に
立
っ
た

に
過
ぎ
な
い
。
今
後
、
地
方
分
権
を
実
り
あ
る
も
の
に
す

る
た
め
に
は
地
方
自
治
体
の
企
画
力
の
向
上
が
必
要
で
あ

ろ
う
。
ま
た
住
民
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
不
可
欠
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
も
情
報
公
開
の
一
層
の
充
実
が
求
め
ら

れ
る
。
地
方
の
主
体
性
、
住
民
参
加
、
情
報
公
開
を
拡
充

し
、
地
域
の
問
題
は
地
域
で
決
め
る
と
い
う
地
方
自
治
の

理
念
を
具
体
化
し
て
い
く
こ
と
が
国
民
主
権
の
実
質
化
に

つ
な
が
る
と
い
え
よ
う
。
（
主
任
研
究
員
　
清
水
徹
朗
）
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